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ひび割れ作図機能
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取組のきっかけ・概要

トンネルの定期点検を行う際、 前回の点検時にひび

割れ箇所に直接書き込んだ記録が排ガスなどによっ

て汚損し、 前回点検からのひび割れの進展や損傷具

合を確認することが難しいという課題を抱えていた。

また、 供用中のトンネルであることから通行止めの

時間を極力短縮したいという制約がある中、 高所作

取組の特徴

インフラの定期点検時に、

施工時のデー タや過去の点検結果との

比較が簡単に

点検時にMRデバイスを使えば、 過去の点検時に記

録したひび割れの状況を実際のトンネルの現場に

投影し、 そのデ ー タと比較してひび割れの進展状

況を確認できる。 これまでは、 過去の点検情報や

施工時の情報を紙の図面を見ながら確認する必要

があったが、 電子情報で図面を見たり、 過去の点

検記録を見たりすることができるため、 過去デ ー

タとの比較も容易になる。

VR/AR/MR活用の効果

インフラの不具合の発生を効率よく確認

点検時間の短縮を実現

トンネルの点検作業は、 これまで、 トンネル内を

通行止めにして目視による確認を行っていた。 目

視で確認し、 チョー クで壁面に直接書き込み、 図

面に記録するなど、 点検作業に多くの時間を要し

ていた。 MRデバイスを活用することにより、

様々なデ ー タを見ながら点検することができ、 確

認・記録に要する時間の削減を実現。 トンネル内

の通行止め時間の短縮にもつながり、 交通への影

響を最小限に抑えることができるようになる。

業車を使い、 点検箇所の状況を記録・確認する作業に

は時間と大きな労力が掛かっていた。 現場でできる限

り効率的に確認・点検を行う方法を探していたところ、

展示会でMRソフトウェア制作会社と出会い、 センサ

等を活用して電子的に経年変化の状況を確認・記録で

きるソリュ ー ションを開発した。

ハンズフリ ー でデバイス越しに

点検結果を記録でき、 作業効率が向上

従来の点検方法では、 点検しながら紙の図面にひ

び割れ箇所の記録を行う必要があったが、 MRデバ

イス越しに手のジェスチャ ー を使って電子的に記

録することができるため、 ハ ンズフリ ー を実現。

さらに、 点検結果の保存にクラウドを活用するこ

とで、 現地にいない管理責任者と過去や 最新の

デー タを簡単に共有することが可能に。

MRデバイスの装着シ ー ン

点検漏れや見落としの防止に貢献

点検箇所の経年変化デ ー タを実際の構造物に投影

してMRデバイス越しに確認しながら点検できる

ため、 経年変化を把握しやすくなり、 点検淵れや

見落としの防止に寄与できる。
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